
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月
がつ

 ６
む

日
いか

（木
もく

）のこんだて【たなばた献立
こんだて

】 

ごはん 鰆
さわら

の西京
さいきょう

焼
や

き ずいきと油
あぶら

揚
あ

げの煮物
に も の

  

七夕
たなばた

汁
じる

 天
あま

の川
がわ

ゼリー ぎゅうにゅう 

 

 
一口
ひとくち

メモ 

きょうの給 食
きゅうしょく

は、１日
にち

早
はや

いですが、七夕
たなばた

汁
じる

です。７月
がつ

７
なの

日
か

の七夕
たなばた

には、１年
ねん

に１

度
ど

、「ひこぼしさま」と「おりひめさま」が天
あま

の川
がわ

を渡
わた

って出会
で あ

うといわれています。

この日
ひ

は笹竹
ささだけ

に願
ねが

い事
ごと

を書
か

いた短冊
たんざく

をかざります。昔
むかし

宮 中
きゅうちゅう

で七夕
たなばた

には、そうめん

の原型
げんけい

といわれる「索餅（さくべい）」を供
そな

えて、健康
けんこう

を祈
いの

っていました。 

それが舌
した

触
ざわ

りのよい「そうめん」に変
か

わっていったそうです。また、そうめんは、天
あま

の

川
がわ

にも、おりひめさまの織
お

っていた糸
いと

にもみたてられています。  

（クラス配布用 一口メモから） 

 

 


